
世界トップ20のリーダーシップ開発会社として知られるVital 
Smarts 社は、「アカウンタビリティ・ギャップ＝組織における
沈黙の長さ」という面白い概念の研究をしています。（※1）

「アカウンタビリティ・ギャップ」とは、問題を特定してから議
論するまでの「タイムラグ」を意味します。

Vital Smarts社のデイビッド・マックスフィールド氏とス
ティーヴ・ウィリス氏によれば、「ビジネス上の人間関係、チー
ム、組織の健康は、問題を見つけてから議論するまでの『タ
イムラグの平均』と相関している」とのこと。

タイムラグが長くなる、つまり「アカウンタビリティ・ギャップ」
が大きくなるほど、「ビジネス上の人間関係」や「チーム」そ
して「組織」の健康が損なわれるということです。一方で、「ア
カウンタビリティ・ギャップ」が短い企業では、社員はより早
く声を上げ、お互いをアカウンタブルにしているといいます。
それゆえ、企業が成功するためには、社員が「その場で、そ
の瞬間に発言する」能力が必要であるというのです。

にもかかわらず、彼らの調査によれば、次のような結果が出
ています。

▪ 52％の社員は、不適切な対応、細部への注意力の欠如、
未完了の仕事などの同僚のパフォーマンスの問題につい
て話すことをためらう。

▪ 55％が、誰か（またはグループ）が、「悪い戦略的選択」を
したと思ったときにでも、それについて議論するのをため
らう。

なぜ発言をためらうのでしょうか。

もっとも大きな理由は、そのことに言及することで起こるかも
しれない「反目」や「敵対」という「対立」の図式を生むこと
に対する恐れです。

では、「アカウンタビリティ・ギャップ」を短くするために、社
員が「対立」のリスクを越え、率直に意見を伝え合う環境を
つくるために、リーダーにできることにはどんなことがあるで
しょうか。

グーグル会長のエリック・シュミット氏は、「会議中は、自分と
異なる意見の持ち主を積極的に探す」と述べています。また
古くはエイブラハム・リンカーンも、「ライバルからなるチー
ム（Team of Rivals）」として、自分の意見に反する内容で
あっても自信をもって意見してくる人々を選んでチームを構
成したといいます。シュミット氏もリンカーンも、あえて「対立」
を生むことを選んでいます。（※2）

彼らはなぜ、そのような態度を選んでいたのでしょうか。それ
は、シュミット氏やリンカーンは、自身の属する組織や国が目
的を達成するためには「対立」つまり「異なった意見を闘わ
せる」ことに意味があると解釈していたからだと思います。

グーグルの「世界中の情報を整理し、世界中の人がアクセス
できて使えるようにする」というミッション、リンカーンの「人
民の、人民による、人民のための政治」という政治理念、彼
らはその実現に向けて、自分と同じ人の意見を聞くばかりで
は、ブラインドスポットができてしまうことを知っていたので
しょう。異なる意見に耳を傾けることを避けていれば、ブライ
ンドスポットを放置することにつながり、結果的には組織運
営が危うくなってしまいます。

そこで、あえて異なる意見の人とも、進んで議論を闘わせる
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環境を用意した。そこでの「対立」が「新たな視点や価値」を
生み、会社や国家の存続を可能にすると信じていたからだと
思います。

つまり、彼らにとっての「対立」とは、「敵対や反目を生むも
の」ではなく、「新たな視点や価値生むもの」という意味づけ
られていたのです。それゆえ「対立」は避けるべきものでは
なく、歓迎すべきものとなり、結果として卒直なコミュニケー
ションが交わされる可能性が高まったといえると思います。

組織内のメンバーが、もし、「対立」に尻込みをして卒直なコ
ミュニケーションができていないと思ったら、

「対立の何を恐れているのか？」
「対立することの価値は何なのか？」
「対立は、必ず人間関係を悪くするものなのか？」

といった「問い」を真ん中において、お互いに対話をしてみる
ことをお勧めします。「対立」に対して、「反目」や「敵意」以外
の意味を見出すことにつながるかもしれません。

「アカウンタビリティ・ギャップ」を短くするためには、組織内
の「対立」に対する意味づけを見直し、新たな意味を見い出す
ことがひとつの方法だと思えます。
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